
◆学校研究課題

【意欲を高める指導法の工夫】

－自ら学ぶ生徒の育成を目指して－
「熊谷の子どもたちは、これができます「熊谷の子どもたちは、これができます ！！

『『４つの実践』と『３減運動』」の確実な実践

＜学校教育目標＞

自ら考え、他に貢献できる生徒の育成
あ い さ つ

校長 新井英和
本校は、昭和２２年に開校し、今年が７０年目の節目の年と

なります。これまでの伝統を引き継ぎ、校歌に歌われるように、
「知性を磨き」「愛情深く」「からだを鍛える」いわゆる、「知
・徳・体」のバランスのとれた生徒の育成に努めます。
○自ら学ぶ生徒 ○心を耕す生徒 ○体を鍛える生徒

を育成するために、「熊谷の子どもたちは、これができます！
『４つの実践』と『３減運動』」を土台として、学校教育目標
「自ら考え、他に貢献できる生徒の育成」の具現化に努めてま
いります。ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

経 営 方 針

昭和２２年 ４月 奈良小学校に併設して開校、初代高橋 昇校長着任
昭和２４年 １月 新校舎に移転
昭和３０年 ４月 第２代 飯島躬友校長着任
昭和３６年 ４月 第３代 原口彦次郎校長着任
昭和３９年 １月 校旗制定
昭和４０年 ２月 校歌制定
昭和４０年 ４月 第４代 渡辺房次校長着任
昭和４１年 ４月 学校給食開始
昭和４２年１１月 創立２０周年記念式典
昭和４２年１１月 奈良中同窓会結成
昭和４３年 ４月 第５代 小林忠勝校長着任
昭和４４年 ２月 体育館完成
昭和４６年 ４月 第６代 滝口 克校長着任
昭和４７年 ７月 プール完成
昭和５０年 ４月 第７代 浅井開夫校長着任
昭和５６年 １月 新校舎完成
昭和５６年 ４月 第８代 大野春次校長着任
昭和５８年 ４月 第９代 掛川健二校長着任
昭和６３年 ４月 第１０代 清水信二校長着任
平成 元年 ２月 特別教室棟完成
平成 ３年 ４月 第１１代 野中喬校長着任
平成 ３年 ４月 校門、コンピューター室完成
平成 ５年 ４月 第１２代 新島養平校長着任
平成 ７年 ４月 第１３代 田島初男校長着任
平成 ９年 ４月 第１４代 石田 茂校長着任
平成 ９年 ７月 創立５０周年記念式典
平成１２年 ４月 第１５代 早津 孝校長着任
平成１７年 ４月 第１６代 鴨田克之校長着任
平成１９年 ４月 第１７代 能登新一校長着任
平成２０年 ３月 新体育館完成 奈良中のマスコット「ならっきー」

平成２１年 ３月 新テニスコート完成(２面）
平成２２年 ４月 第１８代 松本文利校長着任
平成２４年 ４月 第１９代 加藤 彰校長着任
平成２８年 ４月 第２０代 新井英和校長着任

《主な行事》

月 行 事

４月 入学式、始業式、対面式、発育測定、離任式、開校記念日、仮入部、

歯科健診、ＰＴＡ総会、授業参観、修学旅行説明会

前 ５月 交通安全教室、内科検診、耳鼻科検診、家庭訪問、前期人権週間、通信陸上、

眼科検診、部活動保護者会、防災訓練、林間学校説明会、３年修学旅行

６月 生徒総会、２年林間学校、校内硬筆展、中間テスト

むし歯予防週間、学総大会市予選、学校評議員会，１年職場体験学習

７月 資源回収、進路説明会（３年）、授業参観および懇談会、学校保健委員会、

夏季休業、教育相談、ＰＴＡ奉仕作業

期 ８月 夏季休業（8/26日まで）、防災訓練、
９月 教育実習、前期期末テスト、校内作品展、体育祭、新人陸上

10月 新人市予選、秋季休業、駅伝市予選、合唱祭（奈良連合運動会・奈良フェスタ）

11月 彩の国教育週間(フリー参観)、薬物乱用防止週間、教育相談

後 資源回収、生徒会選挙、３年中間テスト、１･２年中間テスト

12月 後期人権週間、防災訓練、冬季休業

１月 冬季休業、書初め展、高校入試(私立)、給食週間、

学校保健委員会、資源回収、新入生説明会

期 ２月 高校入試(私立)、、１年スキー林間学校,、授業参観および懇談会、
期末テスト、学校評議員会

３月 高校入試（公立）、３年生を送る会、卒業式、球技大会、修了式

《教育課程》 授業時数

国 社 数 理 音 美 保 体 技 家 外 道 特 活 総 合

国

語 会 学 科 楽 術 健 育 術 庭 語 徳 別 動 合 計

1年 140 105 140 105 45 45 105 70 140 35 35 50 1015

2年 140 105 105 140 35 35 105 70 140 35 35 70 1015

3年 105 140 140 140 35 35 105 35 140 35 35 70 1015

ならの木 国 語 数 学 音 楽 美 術 体 育 技 家 生 活 作 業 自 立 特 活 英 語
1015

A 105 70 35 70 140 70 105 175 175 35 35

ならの木 国 語 数 学 音 楽 美 術 体 育 技 家 生 活 作 業 自 立 特 活 英 語
1015

B 105 70 70 70 175 70 175 175 35 35 35

《日 課 表》

登 校 ８：００～ ８：１５

朝読書 ８：１５～ ８：３５

朝の会 ８：３５～ ８：４５

第１時 ８：５０～ ９：４０

第２時 ９：５０～１０：４０

第３時 １０：５０～１１：４０

第４時 １１：５０～１２：４０

給 食 １２：４０～１３：２０

昼休み １３：２０～１３：４０

第５時 １３：４５～１４：３５

第６時 １４：４５～１５：３５

清 掃 １５：３５～１５：５５

帰りの会１５：５５～１６：０５

時間割は、月は５時間、

火～金は６時間、

週２９時間です。

○規律ある態度の育成

・チャイム席を徹底し、時間を守る生徒を育成

します。（時間が守れる生徒９５%）
○道徳教育の充実

・道徳「ならモデル」を工夫・改善し、道徳的

実践力の「見える化」を実現します。

○生徒指導・教育相談の充実、ノーマライゼーシ

ョンの理念に基づく教育の推進

・エンカウンターやソーシャルスキルトレーニング

を活用し、人間関係能力を高めます。

・いじめや差別を許さず、教師相互の連携を深

め、組織的に対応します。

学校沿革の概要

目指す生徒像【何があっても、「負けじ魂」を忘れず、「意気高し！」の気概をもった生徒】～「かしこい」生徒～

○どんな状況になっても、「負けじ魂」を忘れない、たくましい生徒。 ○「時・場・礼」を実践する生徒。

○「私がやります！」と何事にも意欲的に取り組む「意気高し」の気概をもった生徒。 ○人の痛みがわかり、同苦できる、愛情深き生徒。

目指す学校像【時を守り、場を清め、礼を正し、誰もが誇りに思える学校】

○「時を守り、場を清め、礼を正す」指導を徹底し、当たり前のことが当たり前にできる学校。

○「わかった！できた！」と、生徒が学ぶ喜びを実感できる授業を実践し、知・徳・体のバランスのとれた学力を身に付けさせる学校。

○体力の向上

・運動量を確保した授業を行います。

・新体力テストの総合評価（達成率９５%）
○健康・安全・食育の充実

・自他の生命を尊重し、防災に対する正しい

知識をもち、安全に判断、行動できる生徒

を育てます。

・ＨＱＣシートにより、生活習慣の実態を知

り、個別の支援を行います。

○係、当番活動等の充実

・集団の一員としての役割意識を自覚し、自

主的・実践的に活動する生徒を育てます。

○学習指導の充実

・授業の始めと終わりの挨拶をきちんとさせ、学習規律の

整った授業を実践し、学力の定着を図ります。

・「ほめて、育てる」ことを意識し、「わかった！できた！」

と、生徒が達成感を味わえる授業を実施します。

（授業がわかる生徒９０%）
・ラウンド制の考え方を活かし、「教えるプロ」として、

わかる授業を実践します。

○家庭学習の推進

・授業以外での学習の機会を確保し、学力の向上を図りま

す。（家勉ノートの提出率９０%）
○読書活動の推進

・蔵書を充実させるとともに、無言読書を徹底します。

○自ら学ぶ生徒 ○心を耕す生徒 ○体を鍛える生徒

⑴ 教育課程の充実を図り、生徒一人一人の個性や能力が
発揮できる学校づくりに努める。

⑵ 教育環境を充実させ、奈良中のモットーを推進する中
で、自ら考え、正しく判断し、豊かな心情をもった「か
しこい」生徒の育成を目指す。

＜奈良中のモットー＞

○か 考え、判断し行動する生徒 「時・場・礼」の実践

○し 失敗を恐れず挑戦する生徒 「意気高し」の気概

○こ 困難にくじけない生徒 「負けじ魂」をもつ

○い 命を大切にする生徒 「深き愛情」をもつ

⑶ 「生徒にとっての最大の教育環境は、教師自身である」
と自覚し、授業力を高め、誰もがわかる授業を実践し、
知・徳・体のバランスの取れた学力向上に取り組む。

⑷ 「少年よ世界を小とせよ」の指針を受け止め、将来、
郷土熊谷、日本、ひいては世界に貢献できる生徒の育
成を目指す。


